




昭和 52 年度から全国的に実施されている新生児マススクリーニングテスト(ガスリー検

査)は受診率98%となり,57年度末までに発見された患者数は1,000名を越し,その治療成績

も十分な成果が上っている｡しかしこのスクリーニングシステムも多くの問題点があり,こ

れを改善することが必要であり,これなくしては発展のないことは明かである。ここではガ

スリー検査で発見された疑陽性例および再検査例について,このスクリーニングシステム

上の問題点を指摘し,具体的な解決方法を考察した。 


